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どうも年齢のせいなの力 捩発くなつてしまったょ
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昨年 本法人が捜立きれて 06腱年しよル を記

念して卒薗生と圏員mの方
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菫まっていただく,
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とより ,連れ 孫連れで大際わい 様々 な時代を過ご

してきた用い出おで あちこちで咲い 泣き まきにF.

間・●あ輩 わ闊t週ぎ去つてしま尭 とれ″燎員0

3でどれ″卒園笙なの0見分けがつ0ない位の動

上がり その中を力き分けるようにして大魂の人遮と
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渇校の機員がしヽる力と思麦

は 自衛陶
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看腱師もいるし会薇社長もいる 猥目臓艘青ちとしヽう

ハン

'‐
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昴 ず涙,tてしまうし 厳 き急
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せてあ輝 よjと夫ん 子遅れの崚とは思わずハグ 1
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「ところで あいつとうしているんだろう,Jと 当

時の0間を気遠う人は寿句齋人 |きわ ここ1‐ま

れた人面 いヽけどさ 来られないtが ,期だよなJ

本当にそのとお,わ れない人違の消思¨ 法
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の判断て帰おさせない方れ いヽとしヽつ家層
"多

奎 正

は 辛いなど諷う だ力ら軍未に 帰●できない子とも

運に少しても新年が粟た喜びを分かち毎えてましい

と鸞員違白 瀬ヽ その結果報告を,月の職員
‐●‐で
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とも連Φもの正月のために努力してくltF彼らの3
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テーマとしたテレビトラマの敏曖が始まぅた「あ湘ま

トラマつ世刑 と雹0てま 見る人は真実の委とわ て

しまう力もしれない ,どき体口がでま すが
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そ

の瞬口 兒菫相談所に椰8するし境3にめ ては機

員の自が飛晟 にんなことでも鰹漱 IJという私の

方針芝室ての職員が知つ
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る力らだ し力咲そうい

ぅf.0距よりも一般憲藤の手またちや観が[施設の子と

も違の委があれなんだJと 思われる●が患らしい 自

分の本慮ではなくよCを得ず補般で生活する子どこ

違であある・ |みル懲麟 に耐彙て生きようとしてい
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颯 になれよ,と祈暁 いと思う 新りの時は謝ま波
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力兜 力のように 0010歳を週きた卒J生の方が時

折助ねてこられます 者のアルバムを良い入るように

腱めたり 当時のi子供の回だよりJから効oている

`前を探したり 当時の思い出や吉
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時代とともに赫 塾や爛鏡はめまくるしく変化し
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の内書を変えながらも児■贅題海艘モ利用せざるを
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生活環境が 入所した施検や担当す

る●晏によつて隆うヽ ってはいけなtヽ 日本0どこ
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多くの皆餃の力をお削 し頑張● いきたいとわ て

おりま, よらしくお願い諏します
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子供の口施設長 堀江 溝人
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セミナー研修生への抜組 敵員採用賦腋8格などの
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しま暁 ,回は卒麟生の年齢目を3け力ら●,代と

し

…

もその年代の子ともたちにカカわリカあo
た人たち●お錮

―
当日1誠ロロ

・
2。名倅

口生

“

名合計

“

もの鬱加 退臓理員の中には掏森県

岩課 Ш梨県 膠目県からの鰺加 卒国主●●にもJ
形懸 長野県 山梨県からの鬱口陸 した 菫婦先

のわから

“

、卒■雙があまりにもκ  tllll員円士

卒口生同J″うなガリで連おしてもらし意 した 腕在

の ― ン願 榊 棄 碑 に 中 た 和

生のntヽ∫を次』 tに引き樋く準備をしたいと思t漱

す ご■舶 11,70円は被壼会に,虚 l

● 1月9由 2月つa(延
'2oィ

ン
"‐

Ю

薔要な注としてi子供のロクリ=ワ J医猥スタッフに
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